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◇ミ＝特集2　「バルブに係わる素朴な疑問」◇

バルブの選定とトラブルに係わる疑問

風間　洋一郎＊

Q1，バルブの代表的な種類とその選定について教

　　えてください

A1．

　バルブの種類と適用流体を表1にまとめまし

　た。ただし、表1での判定は、あくまでも標準

　的なバルブで評価したものです。したがって最

　終的には各メーカでの選定が優先されます。

　弁種選定を誤りますと、最終的には、バルブの

　取り替え、配管替え、サイズ変：更など根本的な

　修復を必要とするため、多大の工数を要しコス

　トがかかることがあります。

　なお、表1は、各弁種に対する適用流体につい

　てまとめたものであり、流体の種類が気体状で

　常温の場合と高温の場合、液体状の流体で温度

　が常温及び高温の場合の四種類に大分類し、弁

　種としては、代表的な生形弁、仕切弁、逆止弁、

　ポール弁、バタフライ弁の大中小口径について

　評価したものです。

Q2．玉形弁と仕切弁の使い分けがわからないので

　　すが

A2．

　まず、仕切弁と馬形弁の構造をそれぞれ図1と

　図2に示します。

　仕切弁（Gate　Valve）は一対の弁座輪の間で円

　盤状の弁体を上下させて流れを止める構造とな

　っています。玉解脱に比べ、流れが一直線にな
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図2　玉形弁の構造

るため、圧力損失が少ないという特長がありま

す。構造上、開閉のハンドル操作回数が多いた

め、一般的には操作頻度の少ない箇所に使用さ

れます。また面間寸法は、比較的小さいが、全

高寸法は他の弁種に比べると、大きいという特

徴があります。高圧や高温で使用する場合には、

弁体と弁座のシール面にステライトなどの高硬

度材料を盛り金することで、耐久性の向上を図

ることができます。

次に玉形弁（Globe　Valve）は仕切弁と並ぶ代表

的なバルブで、外観形状が甲形をしているため

玉形弁（たまがたべん）と名付けられました。

その構造から、圧力損失が大きなバルブで、ス

ラリー、高粘度流体には適しません。また弁体

が流体圧力を受けるため、全閉付近でのハンド

表1　バルブの種類と適用流体

玉形弁 仕切弁
逆止弁　　　弁種

ｬ体

リフト スイング
ボール弁 バタ弁

小 中 大 小 中 大 小 中 大 小 中 大 小 申 大 小 中 大

蒸気などの高温気体 ◎ ◎ ○ ▲ △ ◎ ◎ ▲ 一 ○ ◎ ◎ ▲ △ ▲ 一 ▲ ▲

空気ガス等の常温気体 ◎ ◎ ○ ▲ ▲ ○ ◎ △ 一 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 一 ○ ○

水油等の常温液体 ▲ ▲ ▲ ◎ ◎ ◎ ▲ △ 一 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ 一 ○ ○

高温水、熱媒油等の高温液体 ◎ ○ ○ △ ○ ○ ▲ ▲ 一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 ▲ ▲
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ル操作トルクが比較的大きなバルブです。また

配管のコーナーなどの設置に適しているアング

ル弁（Angle　Valve）（図3）、弁体を円錐状にし

て流体の調整機能を持たせたニードル弁
（Needle　Valve）（図4）も玉形弁に分類されます。
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図4　単一ドル弁の弁体形状

Q3，一般弁を選定する際に確認すべきチェック項

　　目を教えてください

A3．

　一般弁めバルブ選定に際し、次の項目に注意を

　払う必要があります。

　（1＞使用条件

　適切なバルブとするために、まず流体の種類、

　圧力、温度とその弁の役割および主に本体に適

　用される法令、規格を確認しておくことが重要

　です。

　（2）バルブの種類

　玉骨弁、仕切弁、逆止弁、ボール弁、バタフラ

　イ弁などがあり、この中で、使用する目的にあ

　つたバルブの種類を選択する必要があります。

　特に流体の性状（スラリー状、異物を含むなど）

　によって適切なバルブの種類を選択することが

　重要です。

　（3）本体の材質

　マレブル、ダクタイル、鋳鋼、ステンレス、鍛

　鋼、青銅、樹脂などから、流体の種類、圧力、

　温度や適用法令、配管仕様書を満足する材質を

　選択する必要があります。

　（4＞要部の材料

　三体、シートや弁棒などの要部には、腐食や摩

　耗のない材料が求められ、またシート漏れのな

　い仕様とすることが必要であります。シートと

弁体の材料には、高温で使用する場合、耐摩耗

性のあるステライトなどの四一ドフェーシング

合金、温度の低い場合テフロンなどを使用しま

す。いずれにしても流体の種類、圧力、温度に

より適切な材料を選択する必要があります。

（5）呼び圧力

10K、20K、150Lb、300Lb、600Lbなどのクラ

スがあります。JIS、　ANSI、　JPIの規格で使用可

能な最高圧力と温度の範囲が本体材質とクラス

毎に定められていますので、必要に応じ、確認

が必要です。

（6）配管との接続方式と面問寸法

フランジ形、ねじ込み形、ウエハー形、溶接形

などがあります。またバルブの種類と呼び圧力

によって増配寸法が異なるので注意が必要で

す。

（7）パッキンとガスケット

流体の種類、温度、圧力に適合する材質を選択

する必要があります。これら部品には、シール

助剤として有機物成分を含む場合、長期での性

能劣化、消耗があります。したがって性能劣化

と保守交換コストを考慮した選定が必要となり

ます。特にメンテナンスが困難な場所に設置さ

れるバルブ、開閉頻度の高いバルブには、ベロ

ーズバルブを選定する方法もあります。決定が

困難な場合は、バルブメーカに問い合わせする

方が確実です。

（8）弁操作法

開閉頻度や設置場所などを検：討して、手動とす

るか自動とするかを検討します。自動化する場

合には、動力源や自動操作のための回路検討が

必要となります。

（9＞呼び径

バルブに求められる流過特性を満足するバルブ

の種類を選択し、Cv値を計算して、これを満足

するバルブロ径を選定します。バルブの耐久性

を確保するため、流速が3m／sec程度までに抑え

ることが必要です。

（ゆ　まとめ

各項目を整理してバルブメーカのカタログ、JIS

などの弁規格を参照してバルブ仕様書にまとめ

ます。社内規格化する場合、管理コード（弁記

号）を付けることが一般的に行われています。
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ありました。仕切弁を全閉すると、ポケット部

に流体が残留します。この状態でスチームトレ

ースしますと、残留したC重油は液膨張し、逃

げ場を失って圧力容器として最も弱い弁箱とふ

たを接続するガスケットが破裂したものです。

仕切弁、ボール弁などシートが2ヶ所あるバル

ブは、ポケット部ができますので、全州のまま、

加熱してはいけません。このような場合は、図

13に示しますように、弁体にパーマネントリー

クホールを片側に開けることで、ポケット部の

内封は防止できます。ただし高圧で使用する場

合には、入り市側に設けませんと、シート漏れ

が発生する場合があります。

図14　墨形弁の月齢ージョン門

、慧

対策として、弁サイズを見直し、川開度が20～

30％程度で使用するようにしました。また流量

特性を流量調整に適したニードル弁に変更して

対処しました。また参考までに仕切弁を中間開

戸で使用してエロージョンで本体に穴が開いた

例を図15に示します。
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図13　仕切弁の異常昇圧の対策

Q8．玉形弁の微少開度で使用したら、エロージョ

　　ンが発生したのですが、なぜですか？

A8．

　玉形弁は仕切弁と異なり、中間七度で使用して

　流量調整ができるバルブです。しかし口径選定

　または流量特性が適正でないと、極めて微少開

　度で流量調整することになる場合があります。

　1例として蒸気を全開リフトの1／20程度の微

　少開度で使用されて、使用開始後、1年足らず

　で明目ージョンにより本体に穴が開き蒸気が噴

　出した事例があります。これは通常の玉形弁を

　極めて微少開度で使用したため、弁座と弁体の

　狭い開口部から激しく噴出した蒸気は弁箱内壁

　に激しく衝突し、内壁にエロージョン（二食）

　を発生させたものです。蒸気がドレン混じりの

　湿り蒸気であったことと、設置環境が腐食性雰

　囲気であったことが促進する要因となりまし

　た。図14に概形弁がエロージョンによって、弁

　箱肉厚が薄くなった例を示します。なお、右側

　の写真は、同バルブの新晶の断面写真です。
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図15　仕切弁の中間開墾使用でのエロージョン例

Q9．漏洩電流によるバルブの腐食は、どうして起

　　こるのですか？

A9．

　漏洩電流による腐食は、異種金属接触による局

　部電池腐食が通常1～5年と長い期間で腐食が

　進行するのと異なり、電流値が大きいため3～

　5ヶ月程度で作動不良や本体漏れにつながるケ

　ースが多いのが特徴です。

　漏洩電流で最も多いのは、水中ポンプからの漏

　洩や電動機のアース電流が配管に流れ込むケー

　スであります。対策としては、水用絶縁継手を

　対象バルブの前に入れて、電流の流入防止を図

　る方法もありますが、本質的には配管に流れ込

　む電流の元（電動機の絶縁劣化など）を突き止

　めて、これを除去することが重要です。

　　　　　　　　　（原稿受付　2003年7月18日）
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